
大
班
鍼
架
週
分
六
疑
第
篤
稀
郵
便
馳
認
可
　
大
死
五
年
田
月
二
十
八
織
印
欄
納
本
（
毎
月
一
回
一
箪
遡
行
）

　
　
　
　
大

　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
ド
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
コ
ぼ
　
め

　
ギ
・
：
紅
．
正

・
第壼

第
田

巻
　
慨

　　

H
事

　
　
　
　
月

第
　
一

戴
三
田

珊
　
　
薮

　
　
　
　
存

　
瀧
會
意
譲
の
成
立
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
丈
學
士
　
高
田
保
掲

弩
普
遍
に
三
二
拷
…
…
轟
∴
…
・
…
・
交
娯
‡
三
三
　
元

　
　
　
　
ノ
靱

　
精
紳
物
灘
的
法
期
（
承
葡
ソ
：
：
・
：
：
：
丈
三
士
堂
、
千
葉
胤
成

　
就
會
慧
敏
育
學
の
過
去
及
響
町
（
承
甫
）
・
丈
學
博
士
　
小
西
重
直

學
界
近
況
L
，
べ
生
。
．
哲
學
史
藷
釜
版
■
リ
。
ケ
ル
ト

　
「
幅
認
礁
識
の
鋤
謙
」
第
潔
譜
旗

／
彙
　
　
報

．
新
著
紹
允

内樋大難文學大國帝都京
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第
一
鎌
本
禽
号
窟
都
哲
雄
倉
ト
繕
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

讐
．
燦
奮
・
嚢
・
於
ケ
ル
獅
”
摩
！
箋
糞
嚢
チ
懇
箔
驚
ス
雲

切
筑
條
承
會
ハ
賄
鎌
ソ
ほ
的
チ
建
七
ン
が
爲
メ
左
距
瑠
繋
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
邦
』
緻
祷
究
舎
チ
開
ク

　
　
一
、
鉱
浄
年
艇
｝
秋
二
園
公
…
朔
欝
…
演
斎
け
子
際
円
ク

　
　
一
、
弓
弩
　
陶
難
誌
『
菅
學
研
究
』
チ
獲
行
λ

第
四
條
　
本
籍
事
務
所
テ
京
都
帝
國
大
學
交
科
大
學
内
二
置
ク

第
五
鎌
、
本
魯
ノ
事
業
チ
前
脳
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
置
ク

　
　
一
、
．
癸
鑓
（
若
．
干
名
）
京
都
帝
國
大
撃
交
科
大
雄
菅
學
科
教
官
及
委
員
會

　
　
　
　
二
於
テ
推
溝
職
ジ
グ
ル
瀞
宥
一
ア
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
㎜
、
下
記
（
醐
名
〉
委
員
倉
訓
諭
テ
囑
託
ス

第
六
傑
　
木
禽
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
轟
テ
モ
魯
縫
タ
ル
認
ト
チ
得

　
謬
校
、
酬
審
館
、
教
宥
禽
、
典
他
ノ
團
騰
鉱
其
劉
撒
ノ
名
テ
以
テ
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
　
　
　
郵
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
呵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ピ
ら
ン
る

第
中
、
繰
愈
員
ハ
會
致
ト
シ
テ
年
戴
岡
試
拾
銭
、
荊
後
二
棚
昌
分
チ
テ
離
納
ス

　
ベ
キ
荊
ノ
ト
ス

錦
八
繰
　
會
員
ハ
木
會
ノ
諦
種
ノ
倉
合
一
一
雄
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ッ
難
誌
町
哲

　
學
研
究
臨
ノ
配
付
チ
受
ク

轄
罪
九
無
　
曲
小
脅
”
翻
桝
鯉
川
ノ
改
一
血
繍
鰭
災
ハ
委
員
門
會
ノ
靴
匹
溢
…
晶
飼
催
…
ル

鍵
3

京
都
暫
撃
會
役
員
愚

計
　
倭
員韮

　
羅
肝

書
　
詑

㍉

、
牢
も

女
學
檸
士
　
西
　
田

箏
・

多
郷

交
難
博
士
朝
永
三
十
郎

交
學
牽
　
千
　
葉

女
學
博
士
　
狸
　
野

瓶
　
　
成

直
　
喜

米
　
田
　
庄
　
臨

交
學
搏
愉
　
高
．
瀬
　
武

交
學
ま
　
中
　
　
川

“
交
學
士

女
転
回
座
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プ
ラ
グ
マ
ヨ
ィ
ズ
ム

田金工
　　了
制子エ
　　ス
佐馬シ
　　三
：重i台

　　ぎ
纂校了

課圃…喜

　
現
代
哲
學
第
四
編
と
し
て
課
撮
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
醗
巨
は
、
　
イ
ギ

リ
ス
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
麟
…
驚
シ
ラ
ー
氏
の
名
論
丈
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
及
び
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
」
「
眞
理
の
露
悪
」

「篇

恬
揩
ﾌ
袖
川
威
」
「
爵
H
曲
こ
「
ダ
ー
ぬ
，
満
ズ
ム
乏
崩
思
匠
」
「
酪
翼
詐
響
の
辮
蟹
礪
」
絶
》
の
重
…
憎
曇

な
る
波
野
や
ら
、
「
悩
妙
理
」
「
形
而
上
…
學
の
倫
理
的
某
礎
」
「
餅
…
規
の
如
一
婦
」
等
の

比
較
的
初
期
の
論
丈
な
ど
、
十
四
篇
を
課
遽
し
た
竜
の
で
あ
る
。

　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
一
新
機
軸
を
隅
し
た
認
識
論
で
あ
る
と
同
時
に
、

現
代
精
瀞
を
代
表
す
る
一
種
の
新
人
盆
槻
で
あ
り
、
　
此
方
面
に
翼
味
を
有
す

る
者
は
紗
く
は
な
い
。
等
し
く
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
　
ア
メ

リ
カ
の
故
ゼ
ー
ム
ス
が
我
國
に
翻
介
、
離
認
せ
ら
る
』
こ
と
多
き
に
反
し
、
イ

ギ
リ
ス
鰯
の
シ
ラ
ー
氏
の
主
張
は
未
だ
我
國
に
は
廣
く
知
ら
れ
て
み
な
い
α

こ
の
時
に
當
リ
、
こ
の
課
書
の
繊
た
こ
と
は
慶
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
曾

て
環
藩
た
る
や
、
鏡
利
な
る
掘
察
と
、
精
緻
な
る
論
理
酌
分
析
と
に
｛
苗
み
、
そ

の
議
鍮
の
徹
底
的
な
る
だ
け
理
解
に
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
を
魎
讃
し
、
愕
き

軍
易
な
る
邦
語
に
課
さ
れ
た
課
爾
者
や
、
　
更
に
精
轡
な
る
校
閲
に
よ
り
て
誤

課
の
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ら
れ
た
校
閲
者
の
勢
を
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
　
（
尾
蛮
光
三
郵
）
棄
京
牛
込
早
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大
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版
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ニ
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概
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史
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倫
理
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プ
ラ
，
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マ
テ
イ
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ム
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文
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丈
摯
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田
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元
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古
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朝
永
三
十
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丈
學
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ラ
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哲
學
　
研
　
究
　
　
第
二
號

一
二
八

次諮號前

現
代
の
哲
學
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
麦
學
博
士

精
華
物
理
的
法
剛
：
：
・
：
：
：
：
．
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
丈
學
士

錦
橡
の
美
術
史
的
研
究
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
丈
學
博
士

肚
會
的
単
三
學
の
過
去
及
同
率
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
丈
學
畔
織

ベ
ル
ナ
ル
ー
3
ボ
川
ッ
ァ
ー
ノ
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
二
丈
學
士

　
　
　
　
　
　
　
彙
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新
著
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介
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－

西
田
幾
多
郎

千
葉
胤
成

松
本
丈
三
郎

小
西
重
直

中
川
得
立

春餌日出隅

一
、
本
誌
第
一
號
は
術
ほ
事
務
不
整
頓
の
爲
め
登
逡
洩
れ
等
の
向
き
も
叢
れ
有
る
べ
く
、
若
し
愈
員

　
中
未
だ
御
受
取
無
き
方
は
御
手
数
乍
ら
其
臨
御
一
報
煩
し
度
候

一
、
會
下
中
會
費
未
納
の
方
は
本
誌
に
挿
入
の
振
替
貯
金
用
紙
を
以
て
本
月
廿
日
迄
に
御
彿
込
被
下

　
度
候

　
　
　
　
大
正
五
年
五
月
　
　
　
　

山
兄
　
都
　
折
口
　
學
　
余
緯
　
．
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榊
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擁
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一
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脅
費
ハ
振
替
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座
大
阪
饗
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六
六
三
番
、
．
京
都
暫
愚
露
宛
テ
ニ

　
蜘
捗
込
被
ト
慶
織

目
、
戦
〃
綴
誰
鴛
議
三
襟
欝
鰍
ノ
「
婁
綬

へ
案
・
歌
ゆ
ノ
鰍
欄
輯
二
閲
…
λ
ル
涌
偲
授
爵
及
伽
覇
介
9
新
川
刊
激
胃
●
交
換
鼎
蝶
難
跡
雄
V
ハ

　
凡
テ
累
會
宛
テ
昌
御
鰻
塗
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

u
堂
酵
京
都
哲
學
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
・
穴
阪
黎
〇
六
六
奏
番

肪六
　
　
塘
（
繭
金
と
金
盗
蹟
瞬
拾
肇

詞
二
勝
へ
繭
金
）
一
蹴
球
闘
四
沿
媛
不

数
　
　
定
　
　
　
　
　
　
償
　
　
郵

瀞
「
金
、
　
砥
　
　
拾
　
　
竣
～
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

fllliill’．’st！1’

税
銭受受

塵
暴
二
頁

金
拾
　
．
圓

雫
．
買
　
　
金
六
　
　
聞

証文想定

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
壇
者
の
伽
識
丈
及
び
演
告
に
㈱
す
る
件
は
喪

　
交
館
へ
御
　
由
甲
w
込
下
さ
れ
粘
腰

◎
本
誌
の
御
歌
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
粉
北
ハ
蔚
金
に
て
御
逡
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
田
金
は
（
東
京
二
八
0
番
養
丈
館
宛
に
願
上
穀

◎
前
金
切
れ
の
揚
合
は
帯
封
に
「
前
…
金
切
」
の
印
出
単
押
捺
致
す
べ
き
に

　
付
直
に
卿
飾
込
下
さ
れ
度
三

尉
見
本
働
入
用
の
揚
合
は
金
試
拾
鈍
御
耀
り
下
さ
れ
疲
候

⑤
特
に
追
求
嘗
及
二
期
書
等
を
饗
す
る
場
合
は
郵
券
三
鈍
御
蓬
付
下

　
さ
れ
度
候

多

大
獲
汎
年
歴
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二
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印
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覧
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…
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印
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第
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京
都
帝
國
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鷲
文
科
大
士
内

寸
都
邑
丁
子

寳
殿
方
治

大
　
葉
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馬

耕
甕
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還
東
市
亭
込
巌
市
谷
船
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一
　
丁
　
躍
　
十
　
　
一
…
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堆

秀
英
舎
第
一
工
楊

登
行
所
鱗
散
薮
勤
醍
謝
準
準
館

髄
蟹
虫
買
一
兀
頬
鯨
漁
輯
隣
躍
白
熱
…
哩
η
賄
寳
か
く
館

賞
捌
髪

（
東
京
）

良
明
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
束
海
堂
、
北
隆
館
、

上
田
屋
　
へ
大
阪
）
　
盛
文
館

気
丈
館
　
（
赫
戸
）
．
賓
交
館
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溜
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．
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塗
料
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金
八
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・
着

る
索
書
癒
書
學
を
電
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岱
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、
．
の
猫
逸
上
貫
の
至
親
史
．
也
。
帥
難
論
を
背
景
と
し
て
「
理
性
」
の
哲
學
を
叙
し
、
「
理
性
」
の
．
盗
難
を
背
疑
と
し
て
つ
二

三
…
　
～
　
㌔
ジ
　
・
　
〆
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・
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∵
　
・
㍉
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三
叉
欲
羽
冠
忍
聾
す
む
∵
・
，
弓
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、
即
．
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．
．
ピ
、
一
．
　
　
、

　
　
　
　
　
　
σ
一…

羅
蕗ゼ
紳
秘
識
と
三
三
回
想
…
　

肝
　
7
・
　
　
詞

握
理
し
の
哲
舞
入
吝
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哲
學
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響
哲
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、
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．
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